
 

株式会社外為どっとコム 外国為替保証金取引説明書（外貨ネクストネオ） 新旧対照表    

 

＜平成 28年 8月 27日改訂＞  

 

                                                                  （下線部は変更箇所） 

新（変更後） 旧（変更前） 

外国為替保証金取引説明書(外貨ネクストネオ) 

 

Ⅰ．外国為替保証金取引のリスクおよび委託財産の管理方法について 

1．～7 （略） 

 

8．お客様と当社との取引は相対取引であり、お客様の注文に対しては当社が相手方となって注

文を成立させます。また、当社は、外国為替保証金取引のリスクをヘッジする目的で以下の金

融機関等を相手方としてカバー取引を行っております。  

 

（略） 

 

（削除） 

 

 

Ⅱ．(略) 

 

Ⅲ．取引説明ガイド 

1．～12 （略） 

 

12．注文状況について 

取引画面に表示される注文状況は以下のとおりです。 

 

種類 状況説明 

注文中 
指値注文、ストップ注文、トレール注文、IFD の「IF」注文、OCO の新規注

文、IFOの「IF」注文が執行中（未約定）である時の表示 

受付中（変

更） 

「注文中」となっている注文の一部条件を変更した時の表示 

成立（新規） 約定した新規注文 

成立（決済） 約定した決済注文 

成立（ドテ

ン） 

両建て「なし」設定下で約定した注文が、同一通貨ペアかつ反対の売買区分

の保有ポジションの残 Lot数を上回っていたために、残 Lot数と同数量が決

済注文、超過した分が（ドテンの）新規注文となった時の表示 

ロスカット ロスカットの執行に伴う、保有ポジションの強制決済注文 

待機中 IFD注文の「Done」、または IFO注文の「OCO1」「OCO2」で、ともに「IF」注

文が約定していないため未執行の状態となっている時の表示 

待機中（変

更） 

「待機中」となっている注文の一部条件を変更した時の表示 

取消 お客様が取消をされた注文、またはロスカットの執行に伴い強制取消となっ

た注文 

期限切れ 指定した有効期限までに約定しなかった注文 

不成立 指定したスリッページ幅を超えて不利な方向にスリップしたため約定しな

外国為替保証金取引説明書(外貨ネクストネオ) 

 

Ⅰ．外国為替保証金取引のリスクおよび委託財産の管理方法について 

1．～7 （略） 

 

8．お客様と当社との取引は相対取引であり、お客様の注文に対しては当社が相手方となって注

文を成立させます。また、当社は、外国為替保証金取引のリスクをヘッジする目的で以下の金

融機関等を相手方としてカバー取引を行っております。  

 

（略） 

 

■エーディーエスセキュリティーズ エルエルシー（ADS Securities L.L.C） 

証券業（UAE中央銀行による監督） 

 

Ⅱ．(略) 

 

Ⅲ．取引説明ガイド 

1．～12 （略） 

 

12．注文状況について 

取引画面に表示される注文状況は以下のとおりです。 

 

種類 状況説明 

注文中 
指値注文、ストップ注文、トレール注文、IFD の「IF」注文、OCO の新規注

文、IFOの「IF」注文が執行中（未約定）である時の表示 

受付中（変

更） 

「注文中」となっている注文の一部条件を変更した時の表示 

成立（新規） 約定した新規注文 

成立（決済） 約定した決済注文 

成立（ドテ

ン） 

両建て「なし」設定下で約定した注文が、同一通貨ペアかつ反対の売買区分

の保有ポジションの残 Lot数を上回っていたために、残 Lot数と同数量が決

済注文、超過した分が（ドテンの）新規注文となった時の表示 

ロスカット ロスカットの執行に伴う、保有ポジションの強制決済注文 

待機中 IFD注文の「Done」、または IFO注文の「OCO1」「OCO2」で、ともに「IF」注

文が約定していないため未執行の状態となっている時の表示 

待機中（変

更） 

「待機中」となっている注文の一部条件を変更した時の表示 

取消 お客様が取消をされた注文、またはロスカットの執行に伴い強制取消となっ

た注文 

期限切れ 指定した有効期限までに約定しなかった注文 

不成立 指定したスリッページ幅を超えて不利な方向にスリップしたため約定しな



 

かったマーケット注文、その他執行条件にかかわらず当社サーバ上における

処理の結果、「取消」「期限切れ」以外の理由により有効でなくなった注文 

 

13．～25 （略） 

 

26．1Lotあたりの必要保証金額と変更ルール 

1.1Lotあたり必要保証金額の計算式 

ポジションを保有する際に必要となる必要保証金額は、個人のお客様・法人のお客様ともに、

通貨ペア毎に異なります。それぞれの 1Lotあたりの計算式は次の通りです。 

[1]個人のお客様の場合 

1Lotあたりの必要保証金額は、通貨ペア毎に以下の式で計算します（100円未満切り上げ）。 

通貨ペア 計算式 

USD/JPY、EUR/JPY、EUR/USD、AUD/JPY、

GBP/JPY、NZD/JPY、CAD/JPY、CHF/JPY、

HKD/JPY、GBP/USD、USD/CHF、AUD/USD、

NZD/USD、EUR/AUD、TRY/JPY、CNH/JPY、

NOK/JPY、SEK/JPY 

基準レート×1,000（通貨）×4％（保証金率） 

ZAR/JPY、MXN/JPY 基準レート×1,000（通貨）×6％（保証金率） 

 

[2]法人のお客様の場合 

1Lotあたりの必要保証金額は、通貨ペア毎に以下の式で計算します（100円未満切り上げ）。 

 

通貨ペア 計算式 

USD/JPY、EUR/JPY、EUR/USD、AUD/JPY、

GBP/JPY、NZD/JPY、CAD/JPY、GBP/USD、

AUD/USD、NZD/USD、EUR/AUD 

基準レート×1,000（通貨）×1％（保証金率） 

CHF/JPY、HKD/JPY、USD/CHF、ZAR/JPY、

TRY/JPY、CNH/JPY、NOK/JPY、SEK/JPY、

MXN/JPY 

基準レート×1,000（通貨）×4％（保証金率） 

※発注済みの未約定新規注文、および新規注文を新たに発注する際に必要となる 1Lotあたり注

文中保証金額は、1Lotあたり必要保証金額に同じとします。 

※非・対円通貨ペア（クロスカレンシー取引）の 1Lotあたり必要保証金額の基準レートは、取

引通貨が同一である対円通貨ペアの基準レートに同じとします。たとえば「EUR/USD」の基準レ

ートは、「EUR/JPY」の基準レートと常に同じです。 

※当社では両建て取引における必要保証金額の算定に「MAX 方式」を採用しております。「MAX

方式」とは、両建てとなっている通貨ペアにおいて、売り買いそれぞれの合計 Lot 数を比較し

て、いずれか大きい側（同 Lot 数の場合はいずれか一方）の合計 Lot 数で必要保証金額を算出

する方式をいいます。 

 

 

以下省略 

以上 

かったマーケット注文 

 

 

13．～25 （略） 

 

26．1Lotあたりの必要保証金額と変更ルール 

1.1Lotあたり必要保証金額の計算式 

ポジションを保有する際に必要となる必要保証金額は、個人のお客様・法人のお客様ともに、

通貨ペア毎に異なります。それぞれの 1Lotあたりの計算式は次の通りです。 

[1]個人のお客様の場合 

1Lotあたりの必要保証金額は、「基準レート×1,000（通貨）×4％（保証金率）」の式で計算し

ます（100円未満切り上げ）。ただし、算出額が 1,000円未満となった場合は 1,000円に切り上

げます。 

 

 

 

 

 

 

 

[2]法人のお客様の場合 

1Lotあたりの必要保証金額は、通貨ペア毎に以下の式で計算します（100円未満切り上げ）。 

ただし、算出額が 500円未満となった場合は 500円に切り上げます。 

通貨ペア 計算式 

USD/JPY、EUR/JPY、EUR/USD、AUD/JPY、

GBP/JPY、NZD/JPY、CAD/JPY、GBP/USD、

AUD/USD、NZD/USD、EUR/AUD 

基準レート×1,000（通貨）×1％（保証金率） 

CHF/JPY、HKD/JPY、USD/CHF、ZAR/JPY、

TRY/JPY、CNH/JPY、NOK/JPY、SEK/JPY、

MXN/JPY 

基準レート×1,000（通貨）×4％（保証金率） 

※発注済みの未約定新規注文、および新規注文を新たに発注する際に必要となる 1Lotあたり注

文中保証金額は、1Lotあたり必要保証金額に同じとします。 

※非・対円通貨ペア（クロスカレンシー取引）の 1Lotあたり必要保証金額の基準レートは、取

引通貨が同一である対円通貨ペアの基準レートに同じとします。たとえば「EUR/USD」の基準レ

ートは、「EUR/JPY」の基準レートと常に同じです。 

※当社では両建て取引における必要保証金額の算定に「MAX 方式」を採用しております。「MAX

方式」とは、両建てとなっている通貨ペアにおいて、売り買いそれぞれの合計 Lot 数を比較し

て、いずれか大きい側（同 Lot 数の場合はいずれか一方）の合計 Lot 数で必要保証金額を算出

する方式をいいます。 

 

 

以下省略 

以上 

 


